
回答日：令和７年６月16日

東近江市長　小　椋　正　清

№ 項目 質疑事項 回答

1
A-09,
103,109

無影灯及びｶﾒﾗｱｰﾑ･ﾓﾆﾀｰｱｰﾑの天井内架台に
ついて、確認ですが、区分はA-09,103記載
通りとし、手術室は架台別途･ｱﾝｶｰのみ建
築工事、手術室以外は架台･ｱﾝｶｰ共に建築
工事と考えてよろしいでしょうか。

よろしい。

2 A-01,74～76

増築部 1階床下 断熱材の梁側立下げ高さ
について、特記仕様書 4.地業工事 9.土間
下断熱材は500mm以上と記載はありますが
○印はなく、矩計図は450mmです。450mmを
正と考えてよろしいでしょうか。

よろしい。

3 A-74～78

増築部 1階床下配管ﾋﾟｯﾄ内 外周に面して
いない梁側面の断熱材立下げについて、
　ｱ) FG梁の側面は外周と同様の断熱材立
下げは不要と考えてよろしいでしょうか。
　ｲ) FB梁の側面は外周と同様の断熱材立
下げは不要と考えてよろしいでしょうか。

ｱ)よろしい。
ｲ)よろしい。

4 A-78
X1～2通/Y1～2通 屋外避難階段 1階土間下
について、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄと断熱材は不要と考
えてよろしいでしょうか。

よろしい。

5 A-33 他
屋上等のｽﾗﾌﾞ天端増打ち部分(防水下)にﾜｲ
ﾔｰﾒｯｼｭは必要と考えてよろしいでしょう
か。必要な場合は径等をご指示ください。

増打厚が最厚部で60程度であるため、ワイ
ヤーメッシュは不要とする。

6 A-33 他

断熱材の種類について、
　ｱ) 屋上等の防水下部分は、押出法ﾎﾟﾘｽﾁ
ﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板 3種bA(ｽｷﾝ層あり)と考えて
よろしいでしょうか。
　ｲ) 土間･ｽﾗﾌﾞ下やEXP,J部や緩衝材は、
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b(ｽｷﾝ層なし)
と考えてよろしいでしょうか。

ｱ)よろしい。
ｲ)よろしい。

7 A-33

屋上1 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻り詳細図に「排水溝:ﾓﾙﾀﾙ
ｺﾃ押え 目地@600(溶接金網6.0φ100×
100)」と記載がありますが、溝共ｼｰﾄ防水
(露出防水)と思われます。記載内容は下地
ﾓﾙﾀﾙを示していると考えてよろしいでしょ
うか。

よろしい。

8 A-34

外壁ALCと土台の躯体取合いは、水切金物
や水抜きﾊﾟｲﾌﾟは不要と考えてよろしいで
しょうか。必要でしたら仕様等をご指示く
ださい。

水切金物は不要とする。
水抜きパイプは採用メーカーの仕様を適用
とする。

9
A-01,02,
09,36～38,
79～81

AED関係について、工事区分表 その他に
AED本体は別途欄に○印のみですが、本工
事に含むものは無しと考えてよろしいで
しょうか。

よろしい。
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№ 項目 質疑事項 回答

10 A-89
AW-10裏 目隠しﾎﾞｰﾄﾞ ｹｲｶﾙ板の厚みが不明
です。t10と考えてよろしいでしょうか。

よろしい。

11

A-02,
24～30,
79～83,
98～102

下記について図面に指示がありません。不
要と考えてよろしいでしょうか。必要でし
たら数量･仕様等の詳細をご指示くださ
い。
・掲示板
・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
・郵便受け

不要とする。

12 A-31,109

無影灯の架台詳細が食い違っています。1
階処置室はA-31を正とし、3階第1･第2手術
室はA-109(別途 ｱﾝｶｰのみ建築工事)と考え
てよろしいでしょうか。

よろしい。

13 A-34,63

増築部 1階風除室 柱について、A-34 部分
詳細図は耐火ｼｰﾄ貼ですが、A-63 内部仕上
表はCL(1)です。耐火ｼｰﾄ(化粧物)が最終仕
上でしょうか。それとも耐火ｼｰﾄの上に
CL(1)でしょうか。ご指示ください。

耐火シートを最終仕上げとする。

14 A-35
1階廊下1 外部 幕板･笠木等のｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ裏面
に防露材吹付t3.0は不要と考えてよろしい
でしょうか。(図示もありません。)

よろしい。

15 A-29,81

3階 SWC(男/女) L型手摺について、平面詳
細図に図示はありません。不要でしょう
か。それとも各1か所必要でしょうか。SWC
L型手摺の有無をご指示ください。

不要とする。

16 A-81,94

平面詳細図 3階 器材ｺｰﾅｰ(X1a/Y2付近)に
流しのような図示がありますが、家具図や
部分詳細図に該当するものはありません。
別途と考えてよろしいでしょうか。

よろしい。手術室内装工事（別途工事）と
する。

17 A-29,79～83

ｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞについて、平面詳細図の図示
は2階のみです。図示通り2階のみとし、
1,3階はｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞ不要と考えてよろし
いでしょうか。必要箇所がありましたら範
囲をご指示ください。

よろしい。

18 A-79 他

内部 床点字鋲について、
　ｱ) EV前と屋内階段部分のみと考えてよ
ろしいでしょうか。その他にありましたら
ご指示ください。
　ｲ) EV前について、図示は扉芯になって
いませんが、各階2か所と考えてよろしい
でしょうか。

ｱ)よろしい。
ｲ)よろしい。

19 A-33,74～76

ﾃﾞｯｷ裏ｳﾚﾀﾝ吹付について、上部に溝がある
部分のみDW(2)だけでなく、溝がない部分
も外壁折り返し有りと考えてよろしいで
しょうか。

よろしい。
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20 A-29,79,80

配管ﾊﾞｯｸ面台のD寸法について、
　ｱ) 1階 WCとHWCについて、ﾘｽﾄはD150で
すが、平面詳細図を計測するとD200程で
す。図示を正とし、D200と読み替えてよろ
しいでしょうか。
　ｲ) 2階 HWCについて、ﾘｽﾄはD150です
が、平面詳細図を計測するとD200程です。
図示を正とし、D200と読み替えてよろしい
でしょうか。

ｱ)よろしい。
ｲ)よろしい。

21
A-02,
63～64,
84

天井裏ｸﾞﾗｽｳｰﾙについて、各図面に記載が
ありませんが全て不要でしょうか。必要な
箇所がありましたら範囲と厚みをご指示く
ださい。

不要とする。

22
A-36～38,
79～83

防煙区画(固定又は手動ｶﾞﾗｽ防煙垂壁)につ
いて、凡例に記載はありますが図示があり
ません。増築棟に関しては該当なしと考え
てよろしいでしょうか。

よろしい。

23 A-24,80

床見切金物(建具下以外)について、2階 ﾃﾞ
ｲﾙｰﾑの床色分け部分のみと考えてよろしい
でしょうか。その他ありましたら範囲をご
指示ください。

床見切り金物は不要とする。
２階デイルームは床色分けとする。

24
A-01,18、
S図

1階嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄの鉄筋について、ﾜｲﾔｰﾒｯ
ｼｭφ6-100×100 ｼﾝｸﾞﾙと考えてよろしいで
しょうか。ご指示ください。

よろしい。

25 S-01
屋内階段1 踏面･踊場 ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭについて、
φ6-100×100と考えてよろしいでしょう
か。ご指示ください。

よろしい。

26 A-81

3階 HWC廻りの壁:WT1について、他階はｸﾞﾗ
ｽｳｰﾙ入りですが、3階については平面詳細
図通りとし、ｸﾞﾗｽｳｰﾙなしと考えてよろし
いでしょうか。

よろしい。

27
A-25,
36～38,
79～81

壁:W1について、A-25 部分詳細図より端部
の隙間処理は無しと考えてよろしいでしょ
うか。

よろしい。国交省仕様に準ずることとす
る。

28 A-81

3階はｽﾗﾌﾞまでの防火区画壁及び一般間仕
切壁がLGS100となりますが、その場合も凡
例記載通り、ｸﾞﾗｽｳｰﾙはt50 24kgと考えて
よろしいでしょうか。それともt100となる
のでしょうか。ご指示ください。

グラスウールはt50 24kgとする。

29 A-92,93
自動ﾄﾞｱｶﾞｰﾄﾞは不要と考えてよろしいで
しょうか。

よろしい。

30 A-19,52

既設改修 建具新設 符号HLDの沓摺につい
て、A-52 STEP1 HLD-1-1,1-2は「沓摺
(G)」とありますが、A-19 建具共通事項
表示略号 沓摺記号はFまでで「G」があり
ません。STEP2以外の改修棟 新設HLDは沓
摺(A)となっています。沓摺(G)は沓摺(A)
と読み替えてよろしいでしょうか。

沓摺(G)は沓摺(A)と読み替えることとす
る。
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31
A-07,30,
134,139

既設改修 増築棟接続部分の外壁 防水型複
層塗材E ｱｽﾍﾞｽﾄについて、外部は調査され
ていないように思われますが、既設外壁吹
付にｱｽﾍﾞｽﾄ含有はなしと考えてよろしいで
しょうか。

よろしい。

32
A-07,39,
131～132,
173 他

A-131 STEP2 内部仕上表の注記に「[斜線]
は、ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。」と記載され
ていますが、STEP1,3の内部仕上表には記
載がありません。
　ｱ) STEP2 内部仕上表の斜線部分のみｱｽ
ﾍﾞｽﾄ含有建材と考えればよろしいでしょう
か。
　ｲ) ｱ)が正の場合、斜線ありの材料と同
じものでも斜線がなければｱｽﾍﾞｽﾄ含有もな
しと考えてよろしいでしょうか。

ｱ) よろしい。
ｲ) よろしい。

33 A-26,183

部分詳細図 壁:液晶ﾓﾆﾀｰ取付下地補強のﾘｽ
ﾄに「病棟 1階 検査室 1箇所 STEP1」とあ
りますが、STEP3の誤記と考え天井改修時
に壁改修も行うと考えてよろしいでしょう
か。それとも先にSTEP1で壁解体･鉄板入
れ･復旧をしておくのでしょうか。工事ｽﾃｯ
ﾌﾟをご指示ください。

STEP2を正とする。
術場カメラモニター用の取付下地となるた
め、増築部の工事と同時期に施工するもの
とする。

34 A-136

STEP2 ◆救急診察室(1)について、新設 平
面詳細図のPT新設の横に「設」と思われる
文字がありますが、何を示されているので
しょうか。同図面の新設 展開図 救急診察
室(1) Aa面の「手洗いﾊﾞｯｸ:耐水合板t=12
の上化粧ｹｲｶﾙ板 t=6 貼」でしょうか。

間仕切り壁 LGSW65 新設を示す。
別添図面A-136参照。

35 A-16,136

旧 総務課(事務)廻りのｻｲﾝ撤去について、
他図面と同様に「【***】 ｻｲﾝ撤去を示
す。」と凡例がありますが、撤去 平面詳
細図に図示がありません。ｻｲﾝ新設があり
ますので撤去もあるかと思われます。ご指
示ください。

A-136　撤去平面詳細図に記載の【***】を
撤去とする。
別添図面A-136参照。

36 A-172
屋外仮設計画図【参考図】 (ﾘﾊﾋﾞﾘ)屋根
[STEP2] の断面図にある「仮設屋根：足場
素屋根」の仕様をご指示ください。

足場素屋根は参考図とし、施工に必要な仮
設屋根を計上すること。

37

E-17,28,85,
94～100,
144～146,
165,166,
180,181

通信・信号設備について、既存のﾈｯﾄﾜｰｸｼｽ
ﾃﾑ詳細が不明です・既設導入業者様の連絡
先をご教示願います。

双葉電気通信(株)
医療・介護ビジネス事業部
TEL：06-6358-3430

38 M-01
給水設備配管材料に〇がありません。HIVP
とみなしてよろしいですか。

よろしい。

39 M-01
排水設備配管材料に〇がありません。VPと
みなしてよろしいですか。

よろしい。
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40 M-69,74

手術室工事区分について。M-69工事区分で
は10.手術室空調ﾄﾞﾚﾝ配管(ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟにて手
術ﾎｰﾙ側最寄りﾒｲﾝ配管まで)が本体工事と
なっていますが、M-74では※2 最寄りﾒｲﾝ
ﾄﾞﾚﾝ配管に接続 ﾒｲﾝ配管以降本体工事とあ
ります。手術室内のﾄﾞﾚﾝ配管は冷媒配管と
同じく手術室工事と考えてよろしいです
か。

よろしい。

41 M-76,78
機器ﾘｽﾄの防火ﾀﾞﾝﾊﾟｰの数量が平面図とあ
いません。平面図を正としてよろしいです
か。

よろしい。

42 M-88
桝ﾘｽﾄBa等の小口径ﾄﾗｯﾌﾟ桝を設置すると、
合流ﾏｽは不要かと思われます。変更してよ
ろしいですか。

仕様書のとおりとする。

43 M-91
屋上CD配管がつながる機器が見当たりませ
ん。ご教示ください。

接続機器はMRI用の室外機であるが、機器
接続工事は別途工事のため配管のみ施工と
する。

以下余白


